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日
本
近
代
の
築
刻
界
を
代
表
す
る
印
人
、
初
位
中
村
闘
台
（
安
政
一
ニ
！
大
正

四
、
一
八
五
六

i
一
九
一
五
）
の
書
簡
資
料
を
足
る
。
初
世
関
台
の
刻
印
資
判

に
つ
い
て
は
、
二
位
関
ム
口
の
編
ん
だ
『
呑
草
印
詩
』
正
、
続
、
一
ニ
集
（
1
）
に
よ

っ
て
、
代
表
作
の
ほ
ぼ
全
貌
な
附
倣
ず
る
こ
と
が
出
来
る
。
喜
一
制
作
品
等
に
つ

い
て
も
こ
れ
ま
で
に
数
点
発
表
さ
れ
て
き
て
い
る
（
2
）
。
し
か
し
、
彼
の
書
簡

に
つ
い
て
は
、
西
川
寧
氏
が
紹
介
し
た
（
3
）
白
川
容
洞
古
）
宛
賀
状
一
一
一
伎
の
他

に
私
は
知
ら
な
い
。

今
回
、
こ
こ
で
話
題
と
す
る
書
簡
昨
に
私
が
は
か
ら
ず
も
対
而
し
た
の
は
、

昭
和
五
十
五
年
の
秋
、
中
村
淳
氏
（
5
）
の
も
と
に
寄
せ
ら
れ
た
一
古
美
術
商
か

ら
の
通
報
を
た
よ
り
に
行
な
っ
た
山
梨
探
来
の
折
で
あ
る
。
現
在
の
所
蔵
帯
で

あ
る
小
林
一
昨
一
氏
の
は
か
ら
い
で
、
二
度
自
（
6
）
の
入
峡
に
て
実
現
し
た
。

西
川
氏
は
平
く
か
ら
彼
の
者
的
に
注
目
さ
れ
、
そ
の
羽
存
数
の
少
な
さ
を
指

摘
し
、
ま
た
経
喫
さ
れ
て
い
る
。
日
本
近
代
の
書
道
史
の
発
摘
が
急
が
れ
て
い

る
昨
今
に
あ
っ
て
、
彼
の
こ
の
書
簡
は
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
で
あ
ろ

i
完
全
の

日せ

秀

ム
srt
対
外

田

ぅ
。
以
下
、
註
ち
に
こ
れ
ら
の
資
料
の
起
し
に
か
か
り
た
い
の
だ
が
、
ま
ず
、

初
世
中
村
附
台
に
つ
い
て
誌
者
の
記
憶
を
新
し
く
し
て
お
く
た
め
に
、
こ
こ
で

彼
の
人
と
な
り
、
一
山
菜
に
つ
い
て
間
単
に
述
べ
て
お
、
ぎ
た
い
と
思
う
。

中
村
山
則
合
、
名
は
稲
吉
、
別
に
一
紙
一
在
、
呑
叫
円
一
店
主
人
と
号
し
た
。
築
刻
は
二

十
代
中
期
か
ら
一
ニ
十
代
に
か
け
て
い
片
山
緑
で
一
一
一
に
学
ん
だ
、
か
、
一
ニ
十
歳
以
後
、
郎

風
の
追
求
を
や
め
、
も
っ
。
は
ら
明
清
の
各
家
の
夙
を
追
い
、
一
二
十
二
段
頃
よ
り

一
時
徐
三
氏
の
刻
臥
に
心
酔
す
る
。
そ
の
後
徐
風
を
離
れ
た
一
時
期
を
経
て
、

広
く
漠
印
や
市
川
派
の
刻
印
内
を
学
び
、
政
晩
年
に
な
っ
て
彼
独
f

け
の
奔
欣
自
在
な

刻
印
川
に
た
ど
り
つ
く
。
彼
の
所
業
が
こ
の
位
界
に
あ
っ
て
児
彩
を
放
つ
則
一
山
の

一
つ
に
、
彼
が
石
印
の
他
に
木
印
を
手
が
け
た
こ
と
を
あ
げ
て
お
か
ね
ば
な
ら

ん
は
い
。
ま
た
、
明
末
以
後
、
印
側
に
款
記
を
記
す
る
例
は
あ
っ
て
も
、
多
く
の

印
人
に
と
っ
て
、
表
現
の
鉾
ム
口
は
印
而
に
の
み
限
ら
凡
て
い
た
。
そ
れ
に
反
し

て
、
彼
の
刻
技
は
印
国
・
印
側
・
印
釦
と
刻
印
材
全
体
に
お
よ
ぶ
の
で
あ
る
c

白
川
氏
は
、
「
：
：
：
印
は
石
印
の
み
で
な
く
、
木
印
を
や
る
の
が
好
き
で
、

し
か
も
印
側
に
な
ぐ
り
の
様
な
刀
を
入
れ
、
F

況
を
製
す
る
。
そ
の
釘
の
技
位
、
が

た
だ
の
れ
工
も
の
で
は
な
く
て
、
木
一
買
の
中
に
彫
り
あ
て
た
と
い
っ
た
味
は
ひ
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は
美
事
で
あ
っ
た
：
：
：
」
と
述
べ
て
い
る
（
7
）
。
そ
し
て
、
そ
の
技
は
、
木
額

・
肉
池
・
筆
筒
（
8
て
果
て
は
欄
間
（
9
）
や
刻
若
板
（
叩
）
の
大
な
る
も
の
に
ま

で
高
じ
て
い
く
。
こ
の
総
合
的
な
刻
校
、
か
、
傑
出
し
た
芸
術
家
・
文
人
趣
味
的

な
工
芸
家
と
し
て
の
絞
の
地
伎
を
不
動
の
も
の
に
し
た
と
い
え
る
c

彼
を
一
訪
問
る
叫
に
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
樋
口
銅
牛
の
文
翠
筆
踏
（
日
）
の

一
説
を
、
こ
こ
で
引
い
て
お
く
。

投
球
を
好
み
、
装
を
土
品
川
び
、
築
を
楽
し
み
、
装
に
耽
り
、
装
に
一
出
し
、
行
住

坐
臥
築
な
ら
ざ
る
な
く
、
其
人
遂
に
築
化
せ
る
を
番
車
店
主
人
と
す
。
義

皇
以
上
は
し
ら
ず
、
表
決
以
上
の
人
た
る
は
疑
ふ
べ
く
も
な
し
。
試
み
に

そ
の
呑
草
賠
を
訪
へ
。
悠
一
戸
凡
席
の
問
、
臨
芥
も
ま
た
築
形
を
成
せ
る
を

見
ん
。
況
ん
や
そ
の
風
貌
を
見
、
そ
の
惑
咳
を
開
く
に
於
い
て
を
や
。
主

人
は
東
京
に
生
ま
れ
て
（
ぽ
）
東
京
に
人
と
な
れ
り
。
築
刻
は
広
間
続
安
に

阿
川
へ
り
と
い
う
。
そ
の
刀
法
の
奇
古
川
宕
を
主
と
す
る
は
黙
鳳
道
人
の
書

法
に
お
け
る
と
ほ
ぼ
相
似
た
り
。
安
政
三
年
生
。

彼
は
江
戸
末
期
、
ム
ザ
一
体
に
て
生
を
う
け
、
幼
年
期
早
々
に
同
組
と
離
別
、
古

年
期
は
J

託
子
生
活
を
余
儀
無
く
さ
れ
た
。
中
年
期
以
後
、
新
潟
・
長
野
・
山
梨

作
一
寸
の
地
を
旅
し
て
歩
き
、
晩
年
、
病
臥
に
ふ
し
て
か
ら
も
度
主
な
る
転
居
（
日
）

を
し
て
い
る
事
尖
を
考
え
る
と
、
佐
川
出
過
客
と
し
て
の
宿
述
は
、
す
で
に
出
生

よ
り
出
依
し
て
い
た
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
一
人
の
人
間
と
し
て
、
決
し
て

忠
ま
れ
た
と
は
い
え
な
い
彼
の
生
活
環
日
が
、
彼
自
ら
鉄
山
（
H
）
と
称
す
る
性

格
を
作
り
あ
げ
た
。
彼
が
遊
印
と
し
て
刻
し
た
「
呼
午
呼
馬
任
人
呼
」
（
日
）
な

ど
に
も
、
彼
が
己
れ
臼
d

井
を
叱
住
し
な
が
ら
人
生
と
戦
い
続
け
た
保
子
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
命
を
印
に
か
け
た
古
川
口
一
世
の
巾
で
培
わ
れ
た
彼

の
資
一
買
い
か
、
日
本
築
刻
史
の
上
に
、
恐
ら
く
初
め
に
し
て
日
以
後
で
あ
ろ
う
不
可

思
議
で
な
お
揺
ぎ
仰
い
椛
凶
た
る
地
位
を
築
い
た
の
で
あ
る
。
晩
年
、
任
主
政

芸
員
（
日
）
に
推
挙
さ
れ
な
が
ら
も
そ
の
申
し
出
を
し
っ
ぞ
け
た
こ
と
な
ど
は
、

彼
の
人
な
り
を
示
し
た
よ
い
押
誌
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
え
お
き
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て
、
早
速
一
彼
の
書
簡
資
料
に
移
り
た
い
と
思

う
。
ま
ず
、
こ
の
書
簡
類
は
す
べ
て
彼
の
変
好
家
で
あ
っ
た
小
林
小
六
百
）
に

宛
て
た
も
の
で
あ
り
、
書
簡
の
内
容
は
、
依
頼
刻
印
等
に
関
す
る
事
務
的
な
も

の
が
主
に
な
っ
て
い
る
。
保
存
の
体
裁
は
、
小
六
自
身
が
生
前
に
去
共
屋
に
依

願
し
て
、
前
台
か
ら
の
書
簡
資
料
（
手
紙
・
封
筒
・
印
笠
・
そ
の
地
）
紙
片
に

し
て
六

O
片
を
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
巻
子
制
に
仕
立
て
さ
せ
て
い
る
（
出
）
。
私
の

記
録
に
よ
る
と
、
巻
エ
J

一
軸
は
桐
結
（
お
・

5
×
叩
×

9
m
）
に
収
め
ら
れ
、
箱

の
側
面
の
党
書
に
は
、
筆
者
、
中
村
関
ム
口
先
生
／
書
題
、
諮
問
其
他
、
巻
物
／

甲
府
向
栄
堂
製
と
あ
る
。
封
筒
は
す
べ
て
開
き
、
表
哀
を
ご
山
に
し
て
表
装
さ

れ
る
。
消
印
に
て
紀
年
の
確
認
で
き
る
も
の
の
上
限
が
明
治
一
ニ
十
六
年
十
一
月

十
七
日
付
（
日
）
、
下
限
が
明
治
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
付
（
却
）
Q

彼
四
十
八

歳
か
ら
五
十
七
歳
頃
の
約
十
年
間
に
送
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
（
引
）
。

書
簡
を
通
読
す
る
と
、
当
時
の
彼
の
生
活
や
人
な
り
を
知
る
手
が
か
り
を
見

い
だ
す
こ
と
が
出
米
る
。
彼
は
生
涯
を
通
じ
二
度
に
わ
た
り
中
風
を
忠
っ
て
い

る
が
、
一
度
目
の
発
的
が
い
つ
ほ
の
か
、
明
咋
な
期
日
を
示
し
た
記
録
は
な
い
。

手
の
白
山
を
欠
く
こ
の
い
加
が
、
作
風
に
大
、
さ
な
彬
叩
割
引
を
与
え
る
点
で
、
作
品
を

分
析
し
て
い
く
上
に
も
常
に
山
知
に
さ
れ
る
。
今
ま
で
、
一
般
的
に
は
明
治
三

十
八
年
、
五
十
政
切
と
比
定
さ
れ
て
い
る
が
、
木
件
口
の
計
簡
に
よ
る
と
明
治

三
十
六
年
、
四
十
八
歳
一
切
に
は
す
で
に
発
病
し
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。
同
時
に

山
梨
に
て
波
長
生
活
を
し
て
い
た
引
実
も
浮
ぶ
。
諮
問
は
こ
の
辿
に
、
窮
乏
生

活
な
し
い
ら
れ
な
が
ら
も
叫
に
お
一
級
の
生
活
を
求
め
た
、
彼
の
す
〈
人
趣
味
的

な
一
市
や
、
彼
J

は
身
が
司
川
る
性
格
、
紋
の
刻
印
の
代
価
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。



書
簡
の
提
示
に
あ
た
り
、
こ
の
巻
子
軌
に
は
、
一
組
の
書
簡
を
、
封
筒
・
手

紙
の
版
に
配
列
し
た
様
子
が
あ
る
の
で
、
巻
山
2

円
か
ら
版
に
一
紙
ご
と
に
通
し
許

号
を
付
し
、
諮
問
体
や
書
風
、
形
式
か
ら
推
測
し
て
、
封
筒
と
手
紙
を
一
刻
に
す

る
作
業
を
行
な
う
υ

次
に
刊
ひ
、
を
片
い
か
ら
I
一
日
州
川
市
号
を
付
す
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
2
・

S
紙
片
に
つ
い
て
は
、
対
に
な
る
べ
き
封
筒
、
か
な
い
。
一
つ
の
封
筒

に
二
紙
入
っ
て
い
た
こ
と
と
推
定
し
、
前
後
の
お
一
日
間
と
の
対
を
試
み
る
が
、

2

は
書
簡
1

・
3
の
ど
も
ら
と
も
期
い
が
合
わ
な
い
Q

ま
た
、

8
は
春
聯
を
書
い

た
も
の
で
、
市
諮
問
7
に
印
刷
す
る
可
能
性
は
尚
い
が
、
明
確
な
根
拠
は
な
い
ο

そ

こ
で
、

2
・
8
に
つ
い
て
は
、
単
独
に
搭
サ
を
付
す
こ
と
に
し
た
。
以
下
、
こ

の
整
郎
一
番
号
に
よ
り
、
小
林
小
六
列
者
間
l
i
引
を
掲
載
す
る
。

当
初
、
書
簡
を
紀
年
間
に
配
列
整
担
す
る
こ
と
も
考
え
た
が
、
紀
い
！
の
明
椛

な
も
の
が
全
体
の
三
分
の
一
で
あ
り
、
上
小
だ
年
代
決
定
を
す
る
資
料
の
乏
し
い

こ
と
、
ま
た
、
こ
の
書
簡
巻
p
j
仙
の
資
料
的
側
舵
を
重
視
し
、
今
回
あ
え
て
こ

の
形
で
促
一
部
す
る
こ
と
を
御

mM附
い
た
だ
き
た
い
。

一一一集（
mm
和
四
年
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（1
）
正
接
（
大
正
九
年
刊
）
、
統
集
（
大
正
十
年
刊
）
、

リ）。

（
2
）
ヲ
旧
日
口
川
』
一
六
一
一
・
一
六
八
円
万
。

（3
）
『
書
口
川
」
一
一
六
二
号
。

（
4
）
弘
化
問
i
大
正
四
年
（
一
八
四
七
l
一
九
一
五
三
書
家
。
白
川
寧
氏

は～ず自心。

（5
）
現
在
日
民
会
員
。
二
世
蹴
台
の
子
息
。

（6
）
一
度
目
の
小
林
宅
訪
問
の
折
に
は
未
見
。
そ
の
後
、
氏
、
か
ら
の
連
絡

を
受
け
て
入
峡
し
た
。

（7
）
『
羽
一
一
吉
間
』
五
一

ι方。

（8
）
吋
事
い
口
川
』
一
六
一
一
口
一
勺
。

（9
）
長
野
市
、
印
北
館
に
州
問
図
あ
り
。
円
需
品
』
五
二
口
一
勺
に
「
：
：
：
佐

け
た
向
島
の
私
（
山
川
氏
）
の
山
郊
の
欄
間
に
は
、
笠
芝
…
住
民
に
古
銭
を
ふ
く

ん
だ
師
叫
を
あ
し
ら
っ
た
関
誌
を
す
か
し
彫
り
に
し
た
も
の
が
あ
っ
た
・
：

・
・
」
と
あ
る
。

（
叩
）
内
藤
容
石
氏
（
山
梨
在
住
の
装
刻
家
）
に
よ
る
と
、
叩
府
の
旅
館
竹

屋
、
呉
服
庄
内
藤
、
呉
服
民
間
出
に
純
二
尺
・
長
さ
一
丈
ほ
ど
の
樫
村
刻

一
一
有
松
あ
り
。
甲
山
川
の
一
一
一
君
板
と
い
わ
れ
て
い
た
。
現
在
は
焼
失
。

（
日
）
明
治
四
十
四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
、
七
十
二
人
の
す
〈
主
人
に
七
十

二
段
の
印
を
刻
さ
せ
て
、
初
日
一
和
附
に
述
校
し
た
。
附
ム
口
の
「
王
民
生
」

の
三
字
印
の
下
に
つ
け
ら
れ
た
解
説
に
よ
る
。

（
ロ
）
『
引
一
一
日
道
』
（
刊
号
不
明
）
に
執
る
鹿
間
入
品
二
桁
「
則
合
と
尖
、
山
」
に

「
：
：
：
翁
の
出
生
は
東
京
と
一
一
一
一
日
わ
れ
て
店
る
が
、
〈
か
の
一
仏
間
す
る
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
会
津
落
土
の
家
に
生
ま
れ
幼
年
父
な
る
人
を
失
ひ
；
；
」
と
あ

る
。
ま
た
、
中
村
浩
氏
（
二
世
前
台
夫
人
）
、
初
世
夫
人
や
す
よ
り
向
き

（
不
明
）

党
え
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
父
は
会
洋
若
松
市
訴
の
須
合
と
い
う
家
老
だ
っ

た
：
：
：
」
と
い
う
。
現
在
、
中
村
淳
氏
も
一
似
品
出
生
の
説
を
と
っ
て
い
る
。

（
口
）
『
虫
日
口
問
』
五
一
号
。

（
日
）
本
件
、
苦
情
目
。

（
日
）
『
呑
平
印
諸
山
側
近
』
赦
針
。

（
日
）
現
夜
の
芸
術
院
会
員
。

（
口
）
山
梨
在
住
の
銀
行
家
。
没
。

（
出
）
小
林
醇
一
氏
談
。

（
叩
）
本
件
、
書
簡
日
。

（
却
）
本
件
、
書
簡
印
。
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（
幻
）
彼
、
四
十
七
歳
頃
か
ら
六
一
i

年
ま
で
の
足
跡
に
つ
い
て
は
『
印
界
時
報
』

大
正
九
年
刊
カ
（
新
潟
で
発
刊
さ
れ
た
印
章
関
係
業
界
紙
）
、
『
新
潟
新
開
』

大
正
六
年
十
月
三
十
一
日
記
事
’
や
、
彼
の
旅
記
に
よ
っ
概
要
が
知
れ
る
。

こ
の
時
期
に
諸
県
を
旅
し
て
歩
い
た
足
跡
が
記
録
と
し
て
の
こ
さ
れ
て
い

。
る
（
辺
）
二
度
ほ
の
病
臥
に
つ
い
て
も
定
か
で
は
な
い
が
、
『
新
潟
新
開
』
（
注

幻
参
M
…
）
で
藤
井
致
堂
氏
が
「
：
：
：
確
か
明
治
四
十
五
年
即
ち
大
正
一
五
年

の
歳
に
、
東
京
へ
出
て
何
か
の
拍
子
に
関
台
を
想
起
し
、
浅
パ
十
代
地
の
店

を
訪
ね
る
と
、
当
時
は
中
風
症
で
体
は
見
る
影
も
無
く
衰
え
て
い
た
が
元

気
丈
け
は
依
然
旧
の
如
く
で
：
：
：
」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
正
元

年
、
五
十
七
歳
に
は
す
で
に
発
病
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

州内一一一一日

一
、
書
簡
文
市
の
翻
刻
に
当
つ
て
は
、
大
時
次
の
方
針
に
従
っ
た
。

O
具
体
・
川
町
体
字
は
新
字
体
に
改
め
る
の
を
涼
別
と
し
た
が
一
部
は
原
文
の

表
記
に
従
っ
た
。

O
仮
名
づ
か
い
は
原
文
に
従
い
、
送
り
仮
名
も
原
文
の
ま
ま
と
し
た
ο

O
句
読
点
は
尚
一
宜
に
こ
れ
を
付
し
た
。

O
斜
線
「
／
」
に
よ
っ
て
原
文
の
改
行
位
位
を
明
示
し
た
。

O
不
明
な
字
は
口
を
以
っ
て
支
わ
し
、
注
で
疑
問
の
洩
る
も
の
を
（
口
り
）

に
よ
っ
て
示
し
た
。

om訳
字
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
傍
に
マ
マ
を
以
っ
て
示
し
た
。

O
見
せ
消
ち
は
傍
点
・
を
以
っ
て
示
し
た
。

一
、
封
筒
・
書
面
の
寸
法
は
（
）
に
縦
×
慌
の
制
に
掲
げ
た
。
単
位
は

m
で

あ
る
（
但
し
、
封
筒
は
去
哀
を
一
聞
に
開
い
た
形
の
も
の
で
あ
る
。
）
。

て
書
簡
は
主
に
墨
書
に
よ
る
が
、
朱
筆
の
も
の
に
の
み
区
加
を
示
し
た
c

て
用
印
に
つ
い
て
は
、
朱
・
白
文
印
の
区
別
と
、
一
」
に
釈
ー
γ
（
？
な
付
し
た
。

封
筒
（
日
×

u
・
2
）

（
友
）
小
林
様
中
村
的
台
（
朱
文
印
）

（
朱
刷
下
絵
）

賜
指
（
］
）
戊
子
冬
十
／
月
下
涜
／
一
号
店
主
人
／
日
間
起
託
／
居

士
題
（
朱
文
印
）
「
（
不
明
）
」

（
哀
）
十
二
月
十
八
日
（
朱
文
印
）
「
呑
草
店
主
」

「一否判山店、ヱ」

者
団
（
日
×
討
・

2
）

兼
て
御
配
忠
ヲ
領
候
／
外
套
川
川
布
出
来
／
小
沢
君
今
朝
怒
々
持
／
参

．．
 

供
。
此
て
ハ
毎
々
／
／
m
A

心
的
々
有
之
候
得
北
ハ
／
別
紙
（
十
二
弐
山
一
卜
五

（

引

か

・

刀

）

（

、

u

司
）
ノ
全
制
御
立
／
持
ほ
き
被

F
度
十
本
一
布
供
。

1jコ

l於i

小
川
外
川
迎
合
（

2
）
待
。
児

;¥ 

つ

汁

一

川

町

（

m

A

3

×
7
）

伴
啓
益
々
仰
臨
時
恭
氏
供
。
然
ハ
米
月
転
居
仕
皮
付
一
ア
ハ
金
一
二
円

／
四
十
円
斗
リ
不
足
ニ
付
，
X
一
ア
御
覧
岐
下
段
彫
刻
ノ
況
風
ヲ
差
上
候

／
間
此
金
御
別
立
被
下
問
数
段
故
。
此
段
御
川
中
上
候
。
希
ク
ハ
至
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急
／
御
返
事
ヲ
王
ら
ハ
大
卒
ニ
有
之
供
。
十
伺
御
願
ま
て
。
汁
早
々

山

r斗ii
 
小
林
高
雅
明
文
口
侍
史

中
村
掠
香
川
一
口
口
四
月
廿
六
日

3 

封
筒
（
乱
・
1
×
日

5
）

（
表
）
北
巨
摩
郡
五
時
（
3
）

小
林
小
六
様
侍
史

（
一
袋
）
甲
府
柳
町
一
丁
目
木
村
口
座
万
一
一
テ

中
村
納
金

主
尚
一
間
（
M
・
1
×
付
・

5
）

拝
啓
、
然
ハ
入
院
中
ハ
度
々
／
御
見
非
被
一
ト
御
厚
情
奉
／
多
謝
投
御

一
位
ヲ
以
テ
漸
々
／
／
快
方
二
社
主
」
去
十
五
日
退
／
院
、
表
記
之
所
へ
一

ト
先
引
／
上
け
静
養
罷
在
校
ニ
付
／
御
出
峡
ノ
御
序
も
被
存
在
候
／

＼
＼
／
明
主
主
皮
F
h
A
－
一
応
二
庁
足
。
件
い
一
之
一
、
／
手
作
／
一
子
封
、
マ
、
：
↓
ト
々
京

ノ

／

バ

h
f
1
L
J
i
l
一
位
三
者
3
1
l
h
t
iレ
ノ
ハ
オ
／
J
J
L
λ
「

ノ

一

一

汗

／

／

二

」

／

J

H

や
は
は

御
木
家
様
弁
ニ

御
伝
一
一
一
一
口
伏
テ
／
奉
希
上
校
一
件
拝

へ（口同一ク

中
川
村
蛸
台
一
山
首

ぃJL
A
下
手
で
F
ミ

J
t勺
心

f
M
F
r
d
J

八
月
十
九
日

4 

封
筒
（
朱
筆
）
（
初

（
表
）
竹
屋
様
方
一
一
テ

1 

ー
ム
〈

F
D

J

』

＼

／

司

1
1品

l摂

小
林
様
侍
山
人
（
朱
文
印
）
「
呑
草
店
主
一

会
以
内
）
闘
い
げ
前
日
一
一
ア
中
村
一
聞
に
一
口
拝
（
朱
文
印
）
「
者
平
店
主
」

。
（
封
印
）
（
朱
文
印
）
一
一
一
台
半
居
主
」

寸
一
円
一
面
（
朱
笠
）
（
凶
・

2
×
剖
・

2
）

昨
日
ハ
甚
御
粗
末
／
御
免
下
被
下
扶
／
昨
氏
昨
今
佐
竹
君
よ
り
／
と

り
に
参
り
伎
に
付
、
比
も
の
へ
／
御
わ
た
し
彼
下
民
話
段
。

中
村
附
台
拝

竹
屋
主
人
へ
よ
ろ
し
く

r" 

0 

封
筒
（

m
・
8
×
日
・

5
）

（
表
）
小
林
様
侍
右
（
朱
文
印
）
「
一
石
平
店
主
」

（
実
）
九
月
二
日
中
村
前
台
持
（
朱
文
印
）
「
一
石
平
店
主
」

（
封
印
、
朱
文
印
）
「
（
右
と
同
印
カ
）
」

引
比
三
間
（
口
・

2
×小川一）

昨
夜
廿
五

「
香
世
十
店
主
」

小
林
山
川
盟
台
（
4
）
侍
史

6 

封
仕
向
（
M
・
5
×
日
・

2
）

（
表
）
出
浜
市
十
全
病
院
／
特
別
一
号
室
内
（
消
印
）
「
切
羽

小
林
小
六
接
台
啓
中
村
蘇
一
夜
拝
寄（消
印
）

;:i 

4-

一呉）
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書
部
（
お
・
4
×

7
）

符
思
寅
一
志
其
後
の
御
務
体
如
何
ニ
被
為
在
扶
故
c

尚
天
候
／
不
服
の

時
節
柄
別
シ
テ
御
保
護
可
被
進
候
／
兼
て
御
届
け
の
印
装
訳
文
落
款

不
技
出
来
上
リ
ノ
時
候
内
六
枚
は
続
き
／
蘇
十
H
A
境
賞
心
十
六
十
字
（
六
枚
）

外
十
六
枚
は
遊
印
に
で
続
き
も
の
に
無
之
／
故
一
葉
ザ
ノ
ツ
一
切
一
一
い
た

し
候
て
も
よ
ろ
し
き
も
の
に
御
佳
候
／
先
は
御
見
舞
か
た
／
＼
御
報

知
申
上
候
。
草
々
不
一

四村
月開

El 1¥ 

小
林
高
雅
侍
史

（
朱
制
下
絵
）

永
野
年
情
的
際
取
／
文
日
永
一
汗
／
年
、
森
安
為
／
文
美
主
人
口

（
朱
文
印
）
「
文
美
」

7 

封
簡
（
却
・

7
V〈
日
・

8
）

（
小
沢
）
横
浜
市
十
全
病
院
ニ
テ

O
病
室
不
詳

小
林
小
六
棟
台
啓

三
月
知
一
日
寄

京
京
浅
草
川
一
鳥
越
川
弐
番
地

中
村
一
期
一
治

（
消
印
）

「明

ω
つ、J

31 
l__ 

（
…
畏
）
詑
封

議
而
（
お
・

3
×
9
）

拝
啓
御
病
気
候
被
存
在
供
出
、
其
後
の
御
経
過
ハ
／
如
何
ニ
制
限
政

改
。
兎
角
気
候
不
服
に
有
之
／
候
ゆ
ヘ
、
切
角
御
大
切
制
養
生
一
時
一

に
一
日
も
は
や
く
／
御
退
院
紘
遊
候
隊
、
偏
一
一

一
「
い
ヤ
九
羽

V
一

l
i
l

d
ノ
仁
仏
州

v
iノ

葬
／
ま
て
。
草
々

敬
i当

十い
d

オ
rhコ日
d

叫
民
＋
～
寸
白
山

ノ

1
1
4

－f
E
～
，
4
i
一
／

「「吋

J
U什
し

け

↑

「

「

」

；b
ノ

吋

iノ
白

rιi

s 

一一一「
V
T
H
1

「

AHム

，3
4上
下
山

m
T
f
n／】

伝
子
鉱
山
げ

て戸
l
H吋四
時
和
気
春
日
長
在
／
一
世
安
出
楽
有
余

瓦
当
文
延
年
益
存
／
銅
盤
銘
宮
古
吉
祥

2 

16 

つ
札j、、d〆

9 

一
割
筋
一
（
お

4
×
日

（
表
）
小
林
様
台
啓

（一袋）

O

（
封
印
）
（
朱
文
印
）

「
絞
習
未
除
一

3 

書
面
（
日
×
日
）

1
じ

一
金
八
十
五
円
也
／
お
正
に
受
取
的
候
。

中
村
前
九
一
口
（
朱
文
印
）

フL

10 

封
筒
（
山
口

5
×
M
・
8
）

（

表

）

主

的

町

（

治

印

）

・

日

小
林
小
六
様
ム
日
川
町
（
こ
の
行
先
川
市
十
）

（
先
文
印
）

（
先
文
印
）

ケ
民
）
〆
（
封
印
）

仁j:r
:f;r 
［荊
ぷヘ

1 ：：~ 

「
続
山
山
未
除
」

つ3
Lー
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－
平
j

’J当
社
刊

h
3
3
1刈
J

R
H
t
は
仲
川
似
伊
h

抗
日
必
山

d
i

中
村
関
台
頓
首
（
朱
文
印
）

十
一
月
二
十
二
日
夕

「
呑
平
店
主
」

主役

一面i
金（
拾うiミ
円記繁

一中 11Y.
Pl ~：、 ;j Iニ：1:i
-I} fUd {0~ 

1::1 ~ 
先
文
1:ri 

（川
A

・
1
×
口
・

1

「
苓
枯
十
店
主
」

朴；

li 

封
筒
（
日
・

7
×
日

2
）

（
表
）
甲
府
市
相
生
町
竹
屋
旅
館
一
一
テ

小
林
小
六
様
台
啓

主
的
思
ひ
す
や
（
5
）
方
中
村
耐
台
拝

（
朱
文
印
）
「
苓
草
加
主
」

（
一
謀
）
十
一
月
十
七
日
（
封
印
、
朱
文
印
）
「
呑
世
十
店
主
」

（
朱
文
印
）
「
呑
草
賠
主
ー
一

（
消
印
）

「

m一部

11 

ロ」

世
一
阿
部
（
幻
・

2
×

ω）

拝
一
時
益
御
健
勝
奉
賀
候
／
然
ハ
、
不
々
の
病
気
も
御
地
へ
／
能
組
の
御

蔭
ヲ
以
テ
、
漸
々
／
快
復
千
万
難
有
奉
深
謝
候
／
担
御
屈
の
口
問
ニ
犯

し
て
不
残
／
出
来
上
リ
候
一
一
付
、
一
ト
先
帰
京
／
仕
皮
候
。
何
分
宜

ク
奉
希
上
候
／
書
余
期
拝
芝
候
。

ー
ιIJλHHV
ヘI
戸、斗誠、
ι
1
1

4
L
P
W
M
L
に
記
官

山
川
国
主
高
台
／
侍
史

月

七
1:1 

へ
宜
ク
御
伝
一
一
尚
孝
一
布
供
。
一
件
拝

封
筒
（
山
口
・

4
×
日
・

6
）

（
去
）
横
浜
弁
天
通
三

鹿
嶋
屋
旅
館
（
出
印
）

小
林
小
六
様
台
啓

丁
未
四
月
念
五
発

（
一
災
）
小
林
一
治
御
郎
副
一
一
利
成
伎
ハ
ハ
仰
木
宅
附
御
回
送
被
皮
汗
候
／

一
児
士
心
ま
や
様

京
京
浅
草
西
鳥
越
街
弐
器
地

「川山川
w
・
4

・
お
」

中
村
一
川
右

た
ど
則
（
幻
・
つ
り
×
日
・

7
）

金
壱
百
一
克
也

右
正
ニ
拝
受
奉
鳴
部
扶
。
引
一
一
日
余
／
拝
政
一
々
々
頓
首中
本
尚
一
口

ト
d

士
小
切
川
入
コ
キ
マ
ト
同

r’
j
λ
川
8
・
！

i

i
戸

f
F
i
l
s
一
／
i

l='-9 
JJ 
11/・ 
｜て｜

13 

ま！
~ * t1i 
占＂＜ ~－－’ 、、J 、、J ~ 

EFJ ~ヒ 22
1汗小！主×
国ii i~： ！李 15
j{fr 小］i~
館六 111.¥f 7 
内様）

1~1 ti 
中月 iI'ミ
ホi初
n出 Ji
台 1=1

れじ

lym
（

8
・
3
×
6
〕

i

i

f

円

／

｝

＼

一
昨
日
御
帰
宅
の
巾
昨
日
は
放
出
へ
…
け
い
い
訪
ポ
知
社
政
／
然
ハ
先
日
明
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来
の
出
又
々

O
O円
以
上
扶
処
円
十
速
御
承
認
政
下
／
感
怖
に
不
堪
供
。

付
テ
ハ
一
K
も
の
の
代
ブ
払
ひ
ハ
十
述
一
一
服
に
仕
立
さ
せ
皮
／
け
ふ
に
入

候
件
共
可
成
至
急

O
O仰
送
付
奉
版
供
。
花
脱
二
十
円
／
箱
を
五
円

と
シ
テ
二
十
五
れ
似
リ
皮
奉
川
駅
候
。
早
々
頓
首中
村
出
合
ト
外

ト
体
安
持
品
下
型
月
五
日

J

’
j

i

l

l

F

；
 

過
日
ハ
巾
一
一
谷
君
へ
出
夙
御
門
ん
せ
法
下
仰
一
坪
山
／
奉
川
山
口
扶
一
円
山

14 

対
向
（
お
×
日

7
）

（
表
）
相
生
町
旅
館
竹
屋
様
万

＼
’
い
h
い

＼

」

＼

ρ
V内
一
戸
J

I

～

パ
ぷ
ゲ
パ
J
ノ
日
似

μい
け
〆的
幽
館
一
一
一
ア

付
l1itl 
.1-'. 

羽Z

（
一
見
）
四
月
仕
七
日

書
問
（
日
・

7
×
お
・

7
）

久
々
に
て
明
朝
御
地
へ
御
伺
ひ
可
中
上
心
得
侠
テ
／
今
朝
小
沢
氏
方

主
一
通
知
致
し
お
き
候
得
共
、
好
天
／
気
故
或
は
内
力
御
見
物
ニ
御
山

峡
も
と
存
在
／
投
説
ト
午
時
現
使
ヲ
以
て
竹
段
旅
館
ヲ
被
伺
候
処
／

mm底
抗
通
リ
御
山
峡
被
存
在
侠
山
伎
一
一
什
／
先
刻
御
旅
拙
ヲ
訪
ふ
心
件

ニ
一
ア
有
設
立
／
前
迄
開
店
越
し
候
付
共
、
舷
川
市
何
分
歩
行
に
／
堪
派
候

ニ
付
折
郎
通
行
ノ
人
事
一
一
テ
帰
宅
遂
々
不
被
伺
／
逃
憾
一
二
本
存
伎
、

ぽ
最
は
或
は
午
後
俄
の
／
限
気
に
猶
又
悶
催
し
故
病
人
に
は
殊
に
／

感
し
易
き
も
の
と
存
候
。
帰
宅
後
は
氷
ヲ
／
融
又
鼠
き
静
山
花
い
た
し

居
候
突
は
／
拝
顔
の
土
御
相
談
仕
度
事
有
之
供
件
北
ハ
／
大
口
次
第
故

何
分
侍
ひ
米
川
駅
間
甚
以
一
ア
／
恐
焔
テ
万
一
一
有
之
炭
得
共
、
御
散
策
ノ

御
序
御
立
寄
被
一
下
候
ハ
ハ
難
有
仕
合
一
一
士
卒
存
候
。

ltH 

N~ 

ぃJ
心
不
川
け
戸
、
コ
ヰ
す
ご
叶

／

a71l
’
I
J

－ai
r
i－－
o
一
／~ 
Fl 

r七

15 

封
筒
（
2

5

V
〈
時
）

（
表
）
北
巨
摩
韮
崎
町

小
林
小
六
様
ム
口
啓甲
百
塑
川
市
宮
司

：

l
l
l
i
i
 仁ド
村
~n 

（
一
足
）
十
一
月
廿
二
日

足
元
的
叫
ヘ

3

7

×
7
J

i

l

b

f

つ

ム

ワ

ム

＼

拝
啓
一
昨
日
御
尊
来
不
相
変
失
敬
御
ゆ
る
し
可
被
下
候
／
其
節
御
厚

情
ノ
御
一
一
一
一
口
業
ヲ
玉
リ
候
得
共
、
鉄
而
に
中
上
兼
候
／
路
間
罷
在
段
、

然
ル
一
一
昨
日
殊
吏
小
沢
氏
御
泣
シ
被
下
伎
一
一
付
／
智
一
一
行
来
一
一
甘
へ
阪

出
伎
処
早
速
弐
十
円
御
用
立
一
政
下
／
感
同
依
り
あ
り
伎
、
此
金
ヲ
以

て
衣
煩
一
新
調
ス
ル
心
得
に
て
／
間
人
口
市
怯
処
は
お
り
其
外
に
て
予
算

額
よ
り
上
り
不
残
／
揃
ひ
液
扶
問
、
花
一
恐
縮
千
万
一
一
有
之
侠
件
共
、

今
三
十
円
／
御
用
立
被
ド
皮
小
沢
氏
同
ゴ
一
日
中
に
再
び
川
市
ノ
山
河

氏
／
ヲ
以
一
ア
御
と
と
け
被
下
皮
伏
て
奉
悲
願
致
校
。
桁
山
首
中
村
一
同
台
拝

小
体
様
侍
史

十
一
月
廿
二
日

16 

ペリリヨ，ヘ
Q
く

5

4
2
4
h
p

／
司
ノ
｝
〉

1A



103 

（
表
）
横
浜
弁
天
通
’
リ
（
消
印
）
「
切
刊

児
嶋
崖
旅
館
ニ
テ

＼

三

＼

Z24く
？

と
6

4
材
パ
J
v

」
／
柏
ょ
に
戸
l

（
袈
）
三
月
廿
六
日

東
京
浅
草
山
鳥
越
二

3
・
U
」

H
じ
日
戸
刊
判
へ
つ
d
／

円

／

｝

7
f
J

三一一
3

一H
U

／
円
／
】
＼
J

’i
r

t

L

拝
啓
過
日
御
尊
来
の
処
甚
御
粗
末
、
大
ニ
失
礼
仕
供
。
却
、
御
属
の

日
間
印
落
成
仕
候
ニ
付
印
影
／
陥
貴
覧
供
、
此
印
普
通
水
品
よ
り
も
性

質
二
倍
も
か
た
く
殆
ン
ド
去
の
如
ク
／
彫
刻
大
一
一
間
難
ヲ
極
め
供
一
一

付
、
此
料
廿
門
頂
戴
仕
泣
く
候
。
印
材
は
直
接
／
先
力
へ
設
封
郵
便

小
包
に
て
十
本
山
一
可
仕
ヤ
、
或
は
小
生
印
材
ヲ
抗
措
／
出
港
御
何
ひ
一
可

申
上
候
ャ
。
且
又
近
日
御
淳
、
御
山
京
州
出
（
6
）
へ
御
立
寄
被
下
候

ャ
、
何
ひ
候
ο

／
月
末
不
相
変
の
文
な
し
刻
料
御
立
か
へ
被
下
候
は

は
幸
甚
々
々
。
彫
刻
／
の
計
夙
御
思
羽
－
一
従
ひ
候
は
は
、
先
年
病
中

種
々
御
一
氾
八
ハ
一
一
相
成
候
位
制
築
／
料
無
思
召
シ
ニ
御
仕
せ
可
申
候
。

万
一
御
思
召
し
も
無
之
伎
は
は
、
い
つ
れ
へ
な
り
／
御
相
訟
の
好
事

宏
へ
甚
恐
入
候
何
共
御
閥
抗
被
下
位
偏
ニ
奉
希
候
。
／
其
資
一
一
テ
適

（

‘

）

 

宜
ノ
家
司
ノ
撰
、
、
、
転
宅
仕
ぃ
民
投
開
、
何
分
立
ク
御
／
尽
力
迄
一
夜
成
下
度

此
段
奉
阪
上
供
。
甚
恐
紡
ニ
針
注
候
得
共
貴
公
口
／
玉
リ
皮
候
。
頓
吉

中
村
関
台
拝

小
林
高
雅
侍
史

）~ 

廿
El 

17 

封
筒
（
M

5

×
日
）

（
表
）
藤
mm
君
雅
属

朱
文
水
品
印
一
枚

続
’
呑
生
一
一
所
作
丁
未
F
7
）
四
月

1
1
一
山
（
日

8
×
日

5
）

水
H
m
印
文
日
胸
太
郎
並
従
古
文

（
先
文
印
）
「
胸
太
郎
」

了
一
木
四
月
蘇
存
生
作

18 

封
筒
（
お
×
日
・

8
）

（
表
）
小
林
様
侍
史

（
哀
）
十
一
月
廿
一
日

中
間

引い一日十回（山口・

7
×
日
）

ーし

一
、
金
参
拾
由
也
／
右
拝
受
翠
鳴
謝
候
中
村
荷
台

I~~ 
~；－－ 

1;:] 

小
林
盟
台

十
一
月
廿
一
日

19 

ゴ
オ
4
r
匂

へ

I
×
5

6

J

一，ペ
zh’
／

円

ノ

｝

＼

（
表
）
竹
屋
旅
館
ニ
テ

小
林
盟
台
大
人
侍
史幽
静
館
内
ニ
テ

I
t－
－

1
；： 

，q
宇
部
ょ
に
お

（
一
義
）
四
月
廿
八
日
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当
面
（

m
－

3
×
M
・

2
）

拝
啓
／
御
帰
宅
前
一
一
得
／
拝
顔
皮
候
。
小
生
ハ
昨
日
よ
り
／
快
ク
候

一
一
付
、
御
当
所
も
不
／
被
存
在
候
い
か
か
去
ー
伺
候
／
不
得
此
の
も
の

へ
賢
答
／
奉
希
候
／
頓
首

村
i荊－
.L、
［コ

拝

小
林
盟
台
侍
右
ト
i
l
k
l
i

－－
l

f
ノ
「
ト
ト

20 

封
筒
（
却
・

4
×
日
・

3
）

（
表
）
横
浜
弁
天
通
三
児
嶋
屋
旅
館

小
林
小
六
様
台
啓

二
中
村
山
似
在
東
京
浅
草
間
鳥
越
町
二
許

l
J

寸

l

（
一
袋
）
説
。
封
。
明
治
四
十
年
四
月
十
二
日

？？
1
一
月
司
、

1
よ

J

，、

q
J
ノ

ゴ
土
日

f
2
．
4
〉
引
」

勝
目
君
、
品
印
御
郵
送
可
仕
候
ニ
付
、
刻
科
二
十
円
御
送
リ
／
被
一
ト

候
機
、
御
本
人
へ
御
通
知
山
間
リ
皮
候
Q

御
序
、
比
印
彬
／
御
送
リ
被

下
皮
候
。
立
、
御
為
換
候
。
浅
草
川
河
ハ
遠
方
な
れ
は
／
近
傍
元
烏
出

郵
便
局
へ
あ
て
仰
退
出
し
被
下
候
様
／
御
伝
一
一
～
一
三
本
希
候
。
先
ハ
武
先
日

迄
。
草
々
頓
訂
／
中
村
山
帰
Jd
咋四
月
十
二
日

小
林
高
雅
盟
台
侍
右

御
病
後
尚
御
大
切
一
二
本
祈
供
向
共
再
拝

O
様
子
知
ラ
サ
ル
十
万
ハ
刻
料
二
十
円
一
一
時
キ
可
申
扶
一
一
付
、
山
叶
内
…
恐

入
候
得
共
／
御
伝
一
一
一
一
口
ヲ
煩
ス
次
第
二
有
之
候
。

21 

討
筒
（
凶

2
×
H
－

7
）

（
表
）
小
林
盟
台
侍
右
（
朱
文
印
）
「
呑
一
計
十
一
居
、
王
」

（一袋）

O

（
封
印
）
（
朱
文
印
）
「
一
任
前
十
店
主
」

十
一
月
廿
三
日中
村
前
台
拝
（
失
文
印
）

ご
み
同
背
広
店
十
エ
一

主
一
間
（
げ
・

9
×
8
・
2
）

久

々

御

無

心

中

上

候

処

、

ヲ

以

テ

／

怒

々

御

も

た

ぜ

被

下
一
ア
万
難
有
奉
川
崎
謝
候
ノ
ニ
風
味
仕
段
、
流
石
新
粉
丈

ケ
ニ
／
吾
気
も
別
段
結
椛
一
一
頂
戴
仕
候
、
書
余
／
拝
芝
万
々
ニ
奉

’？、，
L

ュ、。

A
N
A
q
↓
y
勾
／

H
h川
μμ

T
I
l
e
、1
1一
ー

ヰ
ド
J

訓
告
む
ウ
ト

＼

心

A
T
1
L
4
I
A
f

一コ

ペ
ム
什
円
札
ソ
ヲ
ア
ぃ
l
J
A

．十
一
月
仕
三
日

つつ

斗
リ
〆
J
4

「ハ
U

、
，
コ
ノ
＼
戸

b

1
・Jペ
打

ド

／

円

／

】

《

，

、

＼

／

匂

1
A

（
去
）
竹
屋
一
一
テ

小
林
小
六
様
（
朱
文
印
）
「
香
辛
一
店
主
」

（一川氏
V

四
月
二
日
（
朱
文
印
）
「
寄
平
店
主
」

断
的
館
ニ
テ
川
村
一
間
合
拝

（ル不ヤ人印）

7
）
 

「
杏
ザ
弔
問
主
」

3
3
3
一

円

川

叫

＼

44主
〆
、
内
／
］

J

H

い

／

円

／

｝

、

ノ

円

J

つ
J 
＼、，／

伝
ト
コ
」

i
 

先
刻
一
打
主
し
よ
う
／
如
何
ト
中
参
扶
一
一
付
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も
と
め
る
約
束
仕
候
間
／
今
日
ニ
ハ
不
限
伎
一
一
付
、
御
出
合
政
一
ナ
代

金
ヲ
／
先
万
へ
近
し
供
。
時
分
の
も
の
ニ
い
た
し
早
速
／
仕
立
さ
せ

位
、
川
一
々
御
迷
惑
と
は
／
察
し
候
山
内
共
、
何
分
立
数
十
本
希
怯
／
吐
又
、

川
山
内
を
泉
谷
お
へ
御
凡
せ
／
被
下
候
哉
、
如
何
Q

い
つ
れ
明
日
、
決

院
な
れ
ハ
／
参
却
の
上
。
万
々
順
白

村
i11u 
J乙＼

iii 

小
林
間
川
台
侍
史

尚
々
、
又
々
、
談
民
館
よ
り
い
川
風
／
と
り
に
参
り
校
一
一
川
円
、
御
子

一
五
ニ
ー
一
句
之
挟
ユ
ハ
此
使
へ
御
わ
た
し
紋
下
泣
／
一
本
品
川
供
。

23 

封
筒
（
百
・

6
×
日
）

（
表
）
主
的小
林
保
ム
口
一
時

本
印
二
枚
相
添

1－テ
ニ／
YJ 1¥:1 
JI「村
一！？話
日台

（
英
）
謹
封
（
朱
文
印
）

「
奇
草
店
主
」

引
一
日
一
間
（
口
・

6
×
お
・

2
）

拝
啓
先
日
ハ
欠
礼
奉
謝
段
、
然
ハ
／
其
翌
十
三
日
、
高
森
砕
巌
（
S
）

ノ
所
へ
／
序
テ
有
之
候
一
一
付
、
話
シ
置
供
、
又
小
生
鉄
笠
会
（
9
）へ

御
賛
成
被
下
難
有
奉
／
謝
候
。
就
一
ア
ハ
額
一
回
、
落
成
仕
侠
ニ
付
／

近
日
御
送
リ
ニ
中
上
ト
存
候
。
明
神
ノ
御
宅
へ
横
浜
御
滞
在
ヲ
伺
出

候
処
／
六
七
日
前
、
御
帰
リ
ニ
相
成
候
ヨ
シ
／
残
念
一
一
有
之
候
。
右

額
ノ
語
ハ
永
受
嘉
国
ト
彫
刻
イ
タ
シ
院
。
ニ
テ
差
出
ニ

（
日
以
カ
）
（
得
カ
）

付
口
口
従
御
知
被
一
卜
／
位
供
。
代
金
ハ
可
相
成
ハ
、
早
々
、
御
手
数
ナ

カ
ラ
／
御
送
リ
被
下
度
、
お
中
希
供
。

小

林

桜

中

村

山

台

（

朱

文

印

）

「
市
内
ω」

2,b 

封
筒
（
お
×
日
“

5
）

（
去
）
小
林
盟
台
台
啓
中
村
閥
ム
口
持
（
朱
文
印
）

「
呑
何
十
店
主
」

I
f
H
H

「つ
d

l

J

く

つ

］

〉
d

J

I
J
江

f

2

5
〉

3

；」

（
治
円
）

先
刻
は
又
態
々
御
も
た
せ
被
一
ト
M
A
有
／
恭
一
持
謝
段
。
今
朝
相
間
以
ひ
俣

（品払…刀）

金
制
だ
け
／
希
ク
ハ
御
用
立
被
一
卜
皮
伏
テ
奉
祈
候
／
口
拝
受
の
外
一
一
、

今
二
十
円
御
船
、
山
中
皮
／
余
ド
欽
而
皮
の
到
ニ
有
之
候
件
北
ハ
／
只
今
依

年
内
の
や
二
民
改
へ
何
ふ
d

一
間
ニ
ム
口

煩
せ
ぬ
と
一
月
迄
一
一
間
／
一
一
合
不
中
候
説
、
御
ぼ
士
山
一
一
甘
へ
／
右
怒

＠

⑨

匂

a
’
h

’

晶

w

a

e

問

削

奉

リ

段

。

頓

首

’
門
叶
［

e

マJ
以
W
Fペ
コ
一
い
い
ア

l
i
l
i－
－

 

林

保
{-3干二
1•r 

十史

月

／ 
後

25 

一
封
筒
（
国
×
mm
）

（
去
）
朱
文
水
晶
印
一
枚

O

（
朱
文
印
）
「
小
林
」
（
叩
）

（
一
栄
）
祭
卯
五
月
中
期
蘭
台
出
鐙
間
文
字

仁
～
」

l

＼

q
J

ん
い
が
じ
い
ノ
／
つ
】

7
V〈
却

ω
S
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氷
玉
印
一
枚
一
脈
香
生
作

26 

一
封
筒
（
日

（
去
）
印
良
川（朱
刷
下
絵
）

賜
出
戊
子
冬
十
／
月
下
泣
／
一
一
一
一
－
口
主
人
／
属
起
詑
／
居
土
店

（
朱
文
印
）
「
（
不
明
）
」

ァf
l

／
ヘ
円
／
］
’
、
）

：

〉

］

4

f

仁
L
4

＼

門

i
／

＼

1

i

l

－
－

h

〆

ん
い
伺
い
ハ

f
l
〉

2

．
4
」

（
ル
ポ
文
印
）
「
胸
太
郎
」

右
水
品
印
文
日
胸
太
郎
／
了
米
三
月
廿
有
三
日
一
6
1作

（
朱
文
印
）
「
知
興
俗
論
F

一

27 

jd 
2 と~ {r{iJ 
＼〈子ξ

京 Ejl 20 

京 ノト斐
j支林ミo\I~ 1 
}'j1：至小 111!.j ）く
旅 ：＆＇. 六 15
；抱王子抜
二氏
ノ~

一公
文
｜：｜］ 

「
市
陪
」

中
村
間
台
昨
（
先
文
印
）

一
二
月
七
日

'--

書
十
山
（
凶
×

m
－
3
）

可
制
成
ハ
昨
縦
へ
／
可
辺
判
策
判
モ
御
序
一
一
／
附
制
度
奉
存
候
／
再
拝

出
合
（
公
文
印
）
「
市
隠
」

し
い
d

↓
木
下
ぷ

F
J

，4aAe
？
中
ル
ハ
3

28 

封
筒
（

m
・
2
×
日

（
支
）
小
林
保
台
は
い

コz
三
／
一

I
J
日」

r
l

5
3／
斗
i
ド

f
vト
仁
ト

9
）
 

／
中
村
部
台
拝

支
店
出
（
日
・

1
×
邸

5
）

呑
出
受
出
し
の
金
額
／
の
内
三
十
円
、
昨
、
山
村
（
日
）
不
幸
／
の
為

に
京
京
へ
郵
送
／
火
急
の
場
合
泣
／
ふ
り
君
一
二
店
の
御
話
し
／
も
不

仕
一
所
計
候
段
、
何
共
／
恐
縮
の
到
、
不
思
御
仁
免
／
十
本
初
段
什
一
ア
ハ

明
日
又
々
／
／
保
坂
君
も
肝
心
事
ヲ
く
り
／
あ
わ
せ
甲
府
へ
同
道
／
致
呉
、

御
約
束
ニ
和
成
龍
候
／
－
一
付
、
明
朝
甲
府
へ
出
越
し
泣
／
此
蕊
昨
夜

不

足

念

〈

然

カ

〉

小
沢
氏
ヲ
以
一
プ
／
阪
出
候
筈
の
処
口
以
て
何
／
共
利
氏
ょ
っ
返
事
も

無
之
／
故
ニ
円
ハ
今
、
ま
ち
か
ね
同
氏
／
の
と
こ
ろ
へ
間
合
せ
伐
処
／
今

朝
（
ム
カ
ワ
）
ト
カ
引
所
へ
／
被
参
不
在
ニ
テ
一
向
民
間
／
ヲ
付
ズ

段
、
依
一
ア
甚
失
礼
／
と
は
御
住
供
向
共
／
右
仰
示
九
十
川
被
成
一
ト
快
哉
／

如
何
奉
伺
上
候
／
可
制
成
ハ
明
日
の
約
／
京
ニ
什
、
龍
一
起
し
皮
／
御

都

合

内

奉

何

供

。

／

制

百

十

月

四

日

中

村

的

合

拝

1
1
1
6
2
4
1

、l
－
cj
！
～

け
H
け
ハ

γい
ム
仁

μれ
け
リ
ム

山
川
間
婦
制
（
ロ
）
泊
／
手
致
候
為
御
寸
限
可
懸
／
御
読
被
下
院
希

L
－牟、ハ》

↑

hv 

29 

一叫ん才一日（日×

9
）

（
表
）
甲
斐
主
的
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、
今
、
、
命
、
と
d

寸
村
寸
」
f

摂

京
京
浅
草
此
能
二
ノ
一

中
村
附
台
釘

（
消
印
）
「
切
羽
・

3

・
日
」

（
…
長
）
伴
昨
今
日
運
送
へ
鉄
道
’
／
伎
一
一
一
プ
十
本
山
一
仕
様
依
托
仕
鋲
／
御
多
＠

＠

 

弥
一
印
山
川
川
ヲ
仙
川
フ
約
束
／
仕
伎
一
一
什
、
御
多
忙
の
処
甚
／
恐
入
候

へ
共
、
近
日
早
々
会
民
十
五
円
／
御
送
り
被
下
度
、
十
本
希
供
。

今

日

保

坂

／

志

一

寸

仰

立

寄

三

、

十

四

30 

都
目
叩
一
日
（
H
A

×
9
）

（
表
）
甲
甲
山
出
入
、
主
附

小
林
小
六
綜

問
中
品
汽
h
H
d
M
M
7
いい

ノLρ
i
＼寸二上二ノ
J
U
V

仁

三
月
川
日

（
消
印
）
「
明
必
・

3
・
訂
」

。

（
一
品
）
拝
一
時
孫
々
御
壮
健
奉
加
川
候
、
然
ハ
／
去
ル
三
月
十
五
日
売
出
候

府
知
／
汀
二
枚
紋
日
十
御
活
字
ノ
事
ト
存
候
／
御
主
人
御
旅
行
中

中
上
認
候
へ
共
甚
ダ
／
閑
却
致
候
一
一
付
て
然
御
取
斗
被
下
／
至

急
御
送
金
ニ
如
、
リ
度
、
偏
ニ
奉
希
候
。

I
i
i
、l
二

I
N－－、

d
t
ホ一出よ仁川
W

年
会

事
務
所

O
東
京
浅
草
／
旅
龍
二
ノ
一

。。
伏
祈
ノ
回
音
ヲ
一

31 

絵
一
来
世
一
向
（
M
×
9
）

（
表
）
叩
斐
十
史
的

、上
h
a

、一＼
2い
v

、

ぺ
ぶ
小
パ
ニ
ノ
v
h
H

十h
A

京
浅
草
旅
館
二
ノ
一

中
村
的
ム
口
／
鉄
筆
会
事
／
務
所
三
月
十
九
日

額
面
一
枚
／
去
ル
十
五
日
／
鉄
道
使
／
一
一
テ
奉
送
仕
候
／
御
法

子
ニ
机
／
成
候
ハ
ハ
早
々
／
／
ノ
代
金
十
五
円
／
御
送
リ
被
下
位
／

十
本
願
上
候
／
頗
首

可
。
J
1

『
1
F
i
d

－eパ
川
リ
、
、
TA－－l
i
l
i
－－

バ＝
ι仁
川
川
立
に
判
引

（
必
カ
）

「
明
口
・

3
・

m」

（
先
文
印
）

「
大
古
羊
」

（
消
印
）

（
哀
）
（
間
台
作
府
組
写
立
（
・
右
mm
）

間
台
作
（
朱
文
印
）
「
大
古
羊
」

（1
）
上
段
に
大
き
く
「
川
間
以
」
の
箆
宇
を
お
き
、
下
段
は
五
行
、
木
版
刷

り
か
。
書
簡
お
も
同
一
。

（2
）
小
林
小
六
の
号
。

（3
）
現
在
の
山
梨
弘
正
崎
市
。

（4
）
小
林
氏
は
山
川
国
主
と
い
う
号
を
伎
出
し
た
G

（5
）
当
時
は
旅
宿
だ
っ
た
が
現
在
は
汚
可
店
。
二
位
刻
店
街
が
あ
る
。

（6
）
出
台
の
室
名
。

（7
）
明
治
四
十
年
（
一
九

O
七）。

（8
）
弘
化
凶

i
大
正
六
年
（
一
八
四
七
i
一
九
一
七
）
。
両
家
。
彼
は
他
に
、

横
山
大
割
、
河
合
玉
堂
、
寺
崎
広
業
な
ど
の
町
家
述
と
も
広
く
交
遊
が
あ

っ
た
。



（9
）
鉄
筆
と
は
印
刀
の
こ
と
で
築
刻
の
こ
と
を
示
す
。
家
刻
の
研
究
会
を

主
附
惜
し
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

（
時
）
こ
の
印
は
混
在
小
林
昨
一
氏
成
。

（
日
）
安
や
す
の
山
犬
家
。
や
す
は
山
梨
県
一
宮
町
出
’
弁
。

（
臼
）
こ
の
館
は
現
在
小
林
院
一
氏
抜
。

108 

本
件
書
簡
資
料
掲
岐
に
あ
た
り
、
市
川
川
伐
の
一
昨
践
者
で
’
一
め
る
小
林
醇
一
氏
に
は

発
表
の
御
快
誌
を
賜
わ
っ
た
。
こ
こ
に
深
く
謝
立
を
さ
さ
げ
た
い
。

（
ま
え
だ

ひ
で
お
）
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